
私
は
自
分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
奇
妙
な
～
」
シ
リ
ー

ズ
を
掲
載
し
て
い
る
。
文
芸
社
の
ご
好
意
で
第
一
弾
『
奇

妙
な
喫
茶
店
』
、
第
二
弾
『
奇
妙
な
猫
た
ち
』
で
短
編
二

編
を
上
梓
し
て
き
た
。
第
五
弾
『
奇
妙
な
受
精
卵
』
は
、

前
二
作
品
と
異
な
り
、
版
元
も
幻
冬
舎
に
始
め
て
お
世
話

に
な
っ
て
の
長
編
で
あ
る
。
幻
冬
舎
の
企
画
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
が
草
稿
深
読
の
結
果
、
原
題
「
奇
妙
な
異
星
人
」
を

ヽ

ヽ

ヽ

新
た
に
「
奇
妙
な
受
精
卵
」
に
変
え
、
ミ
ス
テ
リ
ー
仕
立

ヽ

ヽ

ヽ

て
に
す
る
こ
と
を
私
に
提
案
し
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

代
理
母
を
巡
る
話
題
が
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

東
京
高
裁
は
９
月
29
日
、
タ
レ
ン
ト
向
井
亜
紀
（
41
）

夫
妻
の
体
外
受
精
と
米
国
の
代
理
母
に
よ
る
双
子
の
出
生

届
け
を
、
東
京
家
裁
決
定
を
取
り
消
し
、
品
川
区
長
に
対

し
受
理
す
る
よ
う
命
じ
る
判
決
が
下
さ
れ
た
。
代
理
母
出

産
に
つ
い
て
日
本
の
法
律
に
規
定
は
な
い
が
、
法
務
省
は

「
日
本
で
は
産
ん
だ
女
性
が
母
親
」
と
の
見
解
を
と
っ
て

き
た
。
こ
の
判
決
を
不
服
と
し
て
品
川
区
は
、
10
月
10
日

に
至
り
最
高
裁
に
抗
告
手
続
き
を
執
っ
た
。

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
は
、
出
産
女
性
の
身
体
的
肉
体
的

負
担
が
大
き
い
こ
と
を
理
由
に
、
代
理
出
産
を
禁
止
す
る
指

針
を
定
め
て
い
る
。
品
川
区
の
抗
告
手
続
き
に
憤
り
、
学
会

に
も
問
題
提
起
す
る
と
し
て
、
閉
経
し
た
５
０
代
女
性
の
代

理
出
産
で
「
孫
」
誕
生
の
例
を
諏
訪
の
根
津
八
紘
院
長
が
、

10
月
15
日
明
か
し
た
。
国
内
で
、
祖
母
が
“
孫
”
を
出
産
し

た
例
が
報
告
さ
れ
た
の
は
初
て
で
海
外
で
も
珍
し
い
と
い
う
。

本
作
品
の
メ
イ
ン
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
人
の
命
の
重
さ
に

係
る
「
誕
生
死
と
体
外
受
精
の
生
」
で
あ
る
。
誕
生
死
と

ヽ

ヽ

い
う
言
葉
は
耳
慣
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

誕
生
死
は
、
流
産
・
死
産
・
新
生
児
死
を
総
称
す
る
三

省
堂
の
同
名
著
書
の
造
語
で
あ
る
が
、
昭
和
初
期
の
悲
惨

な
誕
生
死
と
現
代
の
誕
生
死
の
実
態
を
対
極
的
に
画
き
、

且
日
本
で
も
不
妊
治
療
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
る
体
外

受
精
と
代
理
母
の
問
題
点
を
浮
彫
り
に
し
た
か
っ
た
。

第
三
弾
以
降
、
私
は
全
て
長
編
に
挑
戦
し
て
い
る
。

敢
え
て
長
編
に
三
度
挑
ん
だ
理
由
は
、
果
し
て
著
述
業

と
し
て
今
後
生
き
ら
れ
る
の
か
、
見
極
め
る
た
め
に
自
分

を
追
込
ん
で
み
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
趣
味
の
前
二
作

品
が
、
意
外
に
地
方
で
好
評
だ
っ
た
事
に
気
を
良
く
し
、

慢
心
気
味
の
弛
み
心
自
戒
の
意
味
も
手
伝
っ
た
か
ら
だ
。

長
編
は
、
読
者
を
惹
き
つ
け
る
綿
密
な
構
成
力
と
筆
力

が
要
求
さ
れ
、
そ
れ
だ
け
根
気
と
入
念
な
取
材
や
調
査
等
、

作
者
の
確
固
と
し
た
信
念
に
も
似
た
別
能
力
が
試
さ
れ
る
。

本
作
品
構
想
の
発
端
は
、
三
冊
の
本
に
あ
る
。

偶
々
手
に
し
た
「
糸
魚
川
市
史
昭
和
編
」
、
札
幌
の
書

た
ま
た
ま

店
で
買
い
求
め
た
季
刊
雑
誌
「
札
幌
人
」
、
そ
れ
に
図
書

館
か
ら
借
り
た
三
省
堂
刊
「
誕
生
死
」
で
あ
っ
た
。

私
は
執
筆
に
際
し
、
最
終
構
想
が
完
成
す
る
ま
で
筆
が

進
ま
な
い
性
癖
で
あ
る
。
プ
ロ
作
家
な
ら
筆
を
下
ろ
し
て

運
び
な
が
ら
、
同
時
に
モ
テ
ィ
ー
フ
を
固
め
、
プ
ロ
ッ
ト

を
設
定
す
る
力
量
有
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
如
何

せ
ん
駆
出
し
素
人
作
家
の
性
は
中
々
改
ま
ら
な
い
。

さ
が

幸
い
、
売
れ
っ
子
の
プ
ロ
作
家
の
よ
う
に
原
稿
〆
切
に

追
わ
れ
る
こ
と
も
な
い
の
で
、
四
六
時
中
机
に
し
が
み
付

い
た
り
、
ホ
テ
ル
に
缶
詰
め
に
な
っ
て
の
産
み
の
苦
し
み

を
味
わ
う
こ
と
も
な
い
。
閃
き
は
、
深
夜
よ
り
早
朝
に
や
っ

て
く
る
の
だ
が
、
身
体
を
動
か
し
脳
髄
を
空
っ
ぽ
に
し
て

い
る
時
に
突
然
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
朝
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
プ
ー
ル
で
の
水
泳
、
ダ
ン
ス
を
し
た
り

し
て
、
比
較
的
汗
を
掻
い
て
い
る
時
に
や
っ
て
く
る
。

運
動
中
枢
と
右
脳
が
連
動
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

だ
か
ら
日
頃
か
ら
、
健
康
維
持
と
創
造
性
刺
激
の
二
面

か
ら
も
私
に
は
ス
ポ
ー
ツ
は
欠
か
せ
な
い
。
だ
が
、
一
端

最
終
構
想
が
固
ま
る
と
、
元
技
術
屋
の
性
癖
丸
出
し
で
、

取
材
・
調
査
ネ
タ
を
駆
使
し
筆
が
一
挙
に
走
り
だ
す
。

果
た
し
て
、
今
度
の
長
編
で
は
ど
う
か
？

前
作
第
一
弾
『
奇
妙
な
喫
茶
店
』
で
、
今
と
昔
を
映
す

合
わ
せ
鏡
の
虚
と
実
を
、
幽
体
離
脱
す
る
宇
崎
雅
夫
を
画

い
た
。
第
二
弾
『
奇
妙
な
猫
た
ち
』
で
は
、
安
曇
野
生
ま

れ
の
苦
悩
す
る
彫
刻
家
と
、
奇
妙
な
猫
の
生
態
を
画
い
た
。

今
回
、
原
稿
用
紙
三
百
数
十
枚
の
書
下
ろ
し
、
改
題
の

『
奇
妙
な
受
精
卵
』
で
は
、
こ
う
し
た
芸
術
文
化
活
動
に

拘
る
人
々
の
縁
と
絆
を
濃
密
に
画
い
て
み
た
か
っ
た
。

え
に
し

き
ず
な

第
五
弾
『
奇
妙
な
受
精
卵
』
の
人
物
は
多
彩
で
あ
る
。

特
に
第
五
弾
で
は
、
第
一
弾
に
登
場
し
た
人
物
、
数
奇

な
代
理
母
に
よ
る
出
生
秘
話
を
有
す
宇
崎
雅
夫
を
、
意
識

し
て
再
登
場
さ
せ
た
。
主
人
公
は
、
前
衛
女
流
洋
画
家
の

阿
久
津
徳
子
、
主
人
公
恋
人
の
Ｒ
Ｙ
Ｏ(

亮)

少
年
は
、
ダ

ン
サ
ー
で
作
家
を
目
指
し
、
主
人
公
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
役
高

見
沢
得
子
は
音
楽
家
、
主
人
公
の
母
阿
久
津
聡
子
は
日
本

舞
踊
家
、
母
の
祖
父
阿
久
津
新
吉(

通
称
星
の
新
吉
）
は

ボ
ッ
カ(

歩
荷)

で
歌
人
、
母
が
昔
慕
っ
た
男
は
医
師
宇
崎

雅
夫
で
、
不
倫
の
今
の
恋
人
西
山
幸
吉
は
美
容
師
と
い
っ

た
按
配
で
あ
る
。
Ｒ
Ｙ
Ｏ(

亮)

は
、
医
師
宇
崎
雅
夫
よ

り
は
る
か
に
複
雑
な
出
生
の
秘
密
を
有
す
る
少
年
で
あ

る
。
緒
章
で
一
見
何
処
に
も
居
そ
う
な
不
良
少
年
と
し

て
画
か
れ
る
が
、
最
終
章
で
は
奇
妙
な
受
精
卵
の
因
果

を
背
負
う
少
年
像
を
活
写
し
た
積
り
で
あ
る
。

舞
台
も
多
岐
に
渡
る
。
住
ま
い
の
武
州
浦
和
と
上
尾
、

事
務
所
の
東
京
神
田
と
九
段
、
主
舞
台
の
信
州
松
本
と
越

後
糸
魚
川
間
の
千
国
街
道
「
塩
の
道
」
、
主
人
公
が
画
く

い
と
い
が
わ

壁
画
の
舞
台
は
、
北
海
道
は
札
幌
と
小
樽
で
あ
る
。

一
部
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
的
手
法
を
駆
使
し
た
の
で
、

作
中
の
登
場
人
物
や
場
面
に
、
似
た
描
写
が
仮
に
あ
っ
た

と
し
て
も
、
全
て
作
者
の
創
造
の
産
物
で
あ
る
こ
と
は
断

る
ま
で
も
な
い
。
果
た
し
て
そ
れ
が
、
成
功
し
て
い
る
か

否
か
、
忌
憚
な
き
ご
意
見
と
し
て
ぜ
ひ
聞
か
せ
て
欲
し
い
。

性
欲
は
人
の
生
存
意
欲
や
創
造
力
の
根
源
で
あ
る
。

サ
ブ
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
、
越
後
青
海
町
出
身
、
宙
と

お

う

み

星
を
詠
む
歌
人
の
天
空
句
の
謎
解
き
が
あ
る
。

天
空
の
梯
子
降
ろ
せ
し
姫
川
に

四
三
の
星
の
瞬
き
て
あ
り
・
・
星
の
新
吉
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こ
の
日
ご
ろ
窓
ひ
ら
か
ね
ば
光
欲
し

細
く
な
が
る
る
夕
日
の
弱
さ
・
・
米
吉

さ
だ
め
な
く
し
ぐ
る
る
海
の
ひ
と
日
に
て

た
ま
ゆ
ら
冬
の
虹
淡
く
立
つ
・
・
義
平

作
中
画
い
た
主
要
人
物
の
星
の
新
吉
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
の
歌
人
で
あ
る
。
参
考
の
歌
人
が
居
な
い
訳
で
は
な
い
。

糸
魚
川
に
夭
折
の
松
倉
米
吉
、
青
海
町
に
元
教
育
長
加
藤

い
と
い
が
わ

お

う

み

義
平
が
実
在
し
、
二
人
の
歌
碑
が
残
さ
れ
て
い
る
。

二
人
の
歌
風
は
、
共
に
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
叙
情
で
あ
る
。

二
人
の
遺
徳
を
讃
え
る
歌
碑
除
幕
式
は
、
別
々
の
時
と

場
所
で
執
り
行
わ
れ
た
模
様
だ
が
、
数
十
名
の
愛
好
家
や

関
係
者
が
馳
せ
参
じ
て
い
る
。
歌
碑
除
幕
式
の
場
面
参
考

に
と
、
遺
児
森
田
頌
子
さ
ん
よ
り
加
藤
義
平
歌
碑
建
立
実

行
委
員
会
の
記
念
誌
他
、
大
切
な
資
料
を
お
借
り
し
た
。

作
中
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
歌
人
新
吉
が
歩
い
た
「
塩
の
道
」

の
紀
行
文
的
な
記
述
に
、
読
者
は
幾
分
重
苦
し
い
冗
長
感

で
退
屈
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
祖
父
母
か
ら
主

人
公
へ
と
時
代
を
流
れ
る
罪
の
意
識
の
暗
示
は
、
先
ず

「
塩
の
道
」
を
克
明
に
写
す
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
と
考
え
た
。
宿
命
の
生
死
を
醸
し
出
す
重
要
な
舞
台

設
定
で
あ
る
の
で
、
敢
え
て
ひ
つ
こ
く
綿
密
に
記
述
し
て

い
る
。
執
筆
に
際
し
、
貴
重
な
関
連
図
書
を
賜
っ
た
だ
け

で
無
く
、
「
糸
魚
川
市
史
昭
和
編
」
編
纂
主
任
を
務
め
た
、

家
内
の
昔
の
恩
師
池
原
静
雄
氏
他
の
ご
指
導
を
仰
い
だ
。

氏
よ
り
賜
っ
た
図
書(

も
っ
と
も
長
い
『
塩
の
道
』
竹
内
宏

他
ぎ
ょ
う
せ
い)

に
因
れ
ば
、
「
塩
の
道
」
は
東
経
１
３
８ﾟ

線
に
沿
っ
た
、
日
本
列
島
縦
断
の
最
長
最
古
の
道
で
、
北

は
新
潟
県
糸
魚
川
市
～
南
は
静
岡
県
掛
川
市
を
結
ぶ
三
百

五
十
㎞
で
あ
る
。
千
国
街
道
、
伊
那
街
道
、
秋
葉
街
道
の

三
道
で
、
糸
魚
川
～
塩
尻
ま
で
の
北
塩
ル
ー
ト
百
二
十
㎞
、

塩
尻
～
相
良
ま
で
の
南
塩
ル
ー
ト
二
百
三
十
㎞
か
ら
成
る

の
だ
と
知
っ
た
。
最
も
こ
れ
は
、
平
成
七
年
十
月
、
掛
川

市
長
の
発
案
で
広
く
呼
掛
け
さ
れ
た
、
静
岡
・
長
野
・
新

潟
の
三
県
十
二
市
三
十
六
町
村
に
跨
る
自
治
体
の
「
塩
の

道
会
議
」
発
足
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
『
奇
妙
な

受
精
卵
』
に
私
が
写
し
込
ん
だ
の
は
、
そ
の
一
部
、
糸
魚

川
～
松
本
の
北
塩
ル
ー
ト
千
国
街
道
に
過
ぎ
な
い
。
現
在

「
塩
の
道
資
料
館
」
が
糸
魚
川
根
知
に
あ
る
。

「
塩
の
道
」
を
、
全
行
程
踏
破
で
き
な
い
の
で
感
触
を

得
る
た
め
、
八
月
下
旬
実
際
に
大
町
の
「
塩
の
道
博
物
館
」

「
弾
誓
寺
」
を
訪
れ
、
小
谷
村
千
国
、
白
馬
村
岩
岳
を

た
ん
せ
い
じ

お

た

り

を
取
材
し
て
歩
い
た
。
本
作
品
中
他
に
も
、
群
馬
県
野
反

湖
の
プ
ロ
ッ
ト
が
あ
る
。
主
人
公
阿
久
津
徳
子
は
、
札
幌

Ｚ
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
精
魂
込
め
て
ロ
ビ
ー
の
壁
の
美
神
と

対
峙
す
る
。
二
枚
の
「
天
空
壁
画
」
を
仕
上
げ
た
満
足
感
・

安
堵
感
の
傍
ら
、
脱
殻
と
な
っ
て
い
る
自
分
を
発
見
す
る
。

古
巣
の
東
京
に
戻
っ
て
み
て
も
続
く
虚
脱
感
を
癒
す
た
め
、

Ｒ
Ｙ
Ｏ(

亮)

に
伊
車
マ
セ
ラ
テ
ィ
を
運
転
さ
せ
て
、
二
人

で
一
緒
に
上
州
か
ら
信
濃
路
を
ド
ラ
イ
ブ
す
る
下
り
、
最

終
章
へ
導
く
重
要
な
プ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
。

さ
て
、
星
の
舞
台
、
北
の
大
地
北
海
道
で
あ
る
。

七
月
当
初
私
は
、
偶
々
大
学
同
窓
会
の
全
国
総
会
が
札

た
ま
た
ま

幌
全
日
空
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
の
で
、
始
め
て
北
の
大

地
の
表
玄
関
を
訪
れ
た
。
私
は
、
敢
え
て
飛
行
機
で
は
な

く
、
寝
台
特
急
「
北
斗
星
」
に
乗
り
16
時
間
余
の
ロ
ン
グ
・

ジ
ャ
ー
ニ
ー
を
体
験
し
な
が
ら
札
幌
入
り
を
し
た
。
目
的

は
同
総
会
参
加
で
取
材
の
旅
で
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
何

時
も
の
癖
で
必
需
品
の
小
型
パ
ソ
コ
ン(

Ｐ
Ｃ)

を
携
行
、

車
中
や
ホ
テ
ル
で
も
Ｐ
Ｃ
に
向
っ
て
キ
イ
を
叩
い
た
。

同
窓
会
の
懇
親
会
の
酔
い
を
醒
ま
す
た
め
、
宿
泊
の
ホ

テ
ル
を
出
て
夜
の
札
幌
を
彷
徨
い
新
鮮
だ
っ
た
。
昼
間
は

さ

ま

よ

札
幌
市
内
で
書
店
に
立
寄
り
、
札
幌
で
な
く
て
は
入
手
で

き
な
い
貴
重
な
本
二
冊
を
購
入
し
た
。
そ
の
本
の
一
つ
が
、

Ａ
４
版
の
季
刊
雑
誌
「
札
幌
人
」
で
あ
る
。
本
作
品
略
脱

稿
後
で
は
あ
っ
た
が
、
発
行
人
荒
井
宏
明
氏
に
手
紙
を
差

上
げ
て
記
述
の
不
備
を
正
す
た
め
に
助
言
を
求
め
た
。

第
一
弾
『
奇
妙
な
喫
茶
店
』
序
文
を
賜
っ
た
、
短
歌
人

の
小
池
光
氏
が
そ
の
後
、
釈
超
空
賞
と
斉
藤
茂
吉
賞
、
歌

人
と
し
て
初
の
ダ
ブ
ル
受
賞
さ
れ
た
。
駆
出
し
素
人
作
家

の
私
の
身
の
程
知
ら
ず
を
恥
じ
る
と
共
に
、
素
晴
ら
し
い

人
か
ら
序
文
戴
い
た
事
、
光
栄
で
畏
れ
多
い
程
で
あ
る
。

第
二
弾
『
奇
妙
な
猫
た
ち
』
の
巻
末
の
解
題
で
、
著
名

な
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
梅
本
浩
志
氏
は
、
私

の
作
風
を
過
分
に
以
下
の
よ
う
に
評
し
て
く
れ
て
い
る
。

《
時
間
と
空
間
の
異
な
り
ー
た
な
か
踏
基
の
作
品
を
読

み
、
理
解
す
る
に
は
、
な
に
よ
り
も
こ
の
こ
と
を
頭
に

入
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
・
・
特
に
相
対
性
理
論

に
基
づ
く
時
間
軸
や
空
間
軸
の
自
由
な
転
換
に
よ
る
シ
ー

ク
ェ
ン
ス
の
設
定
は
、
た
な
か
作
品
な
ら
で
は
の
特
色

を
に
じ
み
だ
す
。
・
・
現
在
・
過
去
・
未
来
を
変
幻
自

在
に
入
れ
替
わ
ら
せ
て
主
題
を
展
開
し
て
い
く
・
・
・
》

つ
ま
り
一
口
で
「
こ
難
し
い
」
と
・
・
。
平
た
く
言
う

な
ら
、
純
文
学
や
Ｓ
Ｆ
好
き
の
読
者
に
う
け
て
も
、
情
感

で
読
む
一
般
女
性
や
若
者
読
者
に
は
、
「
難
解
で
筋
が
追

え
な
い
小
説
」
に
映
る
ら
し
い
。
作
者
の
空
想
力
や
想
像

力
が
空
回
り
し
、
伝
わ
ら
な
い
筆
力
の
弱
さ
が
あ
る
の
か
？

気
の
置
け
な
い
悪
友
か
ら
は
、
理
系
上
が
り
の
文
体
で
、

普
通
の
作
家
に
は
な
い
理
屈
っ
ぽ
さ
と
緻
密
さ
が
あ
る
と

誉
ら
れ
る(

体
よ
く
貶
さ
れ
て
い
る
？
）
反
面
、
直
ぐ
眠

ほ
め

け
な

く
な
る
か
ら
睡
眠
薬
に
適
し
た
本
だ
と
揶
揄
さ
れ
る
。
そ

や

ゆ

れ
な
ら
意
地
張
っ
て
「
こ
難
し
い
本
」
対
象
の
フ
ァ
ン
向

け
だ
け
に
、
徹
し
て
書
こ
う
と
一
時
思
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

「
確
か
に
昨
今
は
、
ど
ん
な
本
が
当
る
か
よ
め
な
い
時

代
で
す
。
で
も
女
性
フ
ァ
ン
に
解
る
本
を
出
さ
な
け
れ
ば
、

一
時
的
に
特
定
地
域
で
例
え
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
も
、

全
国
配
本
で
は
売
れ
ま
せ
ん
。
文
学
賞
も
若
く
な
い
と
、

シ
ニ
ア
で
は
無
理
で
す
」
と
友
人
の
某
社
企
画
者
に
忠
告

を
受
け
た
。
特
に
、
中
山
道
舞
台
の
三
百
余
枚
の
第
三
弾

『
奇
妙
な
紀
行
文
』
、
前
・
後
編
に
跨
る
六
百
数
十
枚
の

第
四
弾
『
奇
妙
な
フ
ー
プ
ー
鳥
』
は
某
社
の
文
学
賞
で
も

振
ら
れ
、
ボ
ツ
に
な
っ
た
時
の
友
人
の
評
で
あ
っ
た
。

今
は
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
か
実
用
書
で
な
く
て
は
駄
目
か
と
・
・

後
日
手
直
し
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
や
は
り
本
は
読
ま
れ

な
け
れ
ば
紙
屑
の
束
で
、
読
ま
れ
て
ナ
ン
ボ
で
あ
る
。
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こ
の
反
省
点
に
た
ち
、
文
体
も
努
力
し
た
積
り
で
あ
る

が
中
々
改
ま
ら
な
い
。
そ
ん
な
時
、
図
書
館
で
手
に
し
た

一
冊
の
本
、
三
省
堂
刊
の
「
誕
生
死
」
が
あ
っ
た
。

そ
の
本
は
、
ま
る
で
私
に
読
ま
れ
る
の
は
待
っ
て
い
た

か
の
よ
う
に
、
書
棚
に
収
ま
っ
て
い
た
。
題
名
の
衝
撃
的

な
白
抜
き
文
字
、
ま
る
で
桜
の
蜃
気
楼
の
よ
う
な
グ
ラ
デ
ェ
ー

シ
ョ
ン
調
の
表
紙
、
そ
の
ピ
ン
ク
色
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
た
。

「
誕
生
死
」
は
、
出
産
前
後
に
何
等
か
の
理
由
に
よ
り

自
分
の
赤
ち
ゃ
ん
を
亡
く
し
た
体
験
を
、
十
三
名
の
父
母

が
実
名
で
赤
裸
々
に
綴
っ
た
本
で
、
女
性
編
集
者
の
手
に

よ
っ
て
優
し
く
書
か
れ
て
い
る
図
書
で
あ
る
。

頁
を
パ
ラ
パ
ラ
と
繰
っ
て
る
内
に
、
「
こ
れ
だ
！
」
と

思
っ
た
。
文
体
や
編
集
方
針
で
な
く
題
材
で
あ
る
。

近
く
の
公
園
で
毎
朝
続
け
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
最
中
に
、
小
説
の
最
初
と
最
後
の
プ
ロ
ッ
ト
が
、

啓
示
の
如
く
私
の
脳
裏
を
駆
け
抜
け
て
い
た
。

何
故
か
九
段
下
の
千
鳥
ケ
淵
の
桜
の
光
景
で
あ
る
。

赤
ち
ゃ
ん
の
一
人
一
人
の
魂
に
擬
え
て
、
水
面
に
散
り

な
ぞ
ら

逝
く
花
弁
、
掘
割
に
身
を
投
げ
出
し
て
揺
れ
動
き
な
が
ら

耐
え
て
立
つ
、
母
と
い
う
桜
の
樹
木
の
連
想
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
三
つ
の
本
「
糸
魚
川
市
史
昭
和
編
」
、
季

刊
「
札
幌
人
」
、
「
誕
生
死
」
が
私
の
脳
裏
で
融
合
す
る

こ
と
と
な
り
、
昔
の
命
の
街
道
「
塩
の
道
」
に
起
っ
た
で

あ
ろ
う
「
間
引
き
」
と
い
う
悲
惨
な
誕
生
死
や
事
故
死
の

物
語
と
、
悲
し
み
に
耐
え
忌
み
嫌
わ
れ
て
伏
せ
ら
れ
、
語

ら
れ
る
こ
と
な
く
苦
し
む
家
族
、
今
の
誕
生
死
の
テ
ー
マ

が
繋
が
り
、
ま
る
で
宇
宙
の
様
な
臓
器
と
い
わ
れ
る
子
宮

や
産
道
の
旅
を
経
て
生
ま
れ
た
、
Ｒ
Ｙ
Ｏ(

亮)

少
年
の
出

生
の
秘
密
、
「
高
度
生
殖
医
療
」
の
奇
妙
な
偶
発
性
を
合

体
さ
せ
た
結
果
、
「
誕
生
死
と
体
外
受
精
の
生
」
の
メ
イ

ヽ

ヽ

ン
・
モ
テ
ィ
ー
フ
が
生
ま
れ
る
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

平
成
七
年
十
月
発
足
「
塩
の
道
会
議
」
は
、
ど
う
進
展

し
た
の
か
大
変
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
静
岡
・
長
野
・

新
潟
三
県
開
催
、
第
一
回
掛
川
市
を
皮
切
り
に
、
大
町
市
、

相
良
市
、
糸
魚
川
市
、
塩
尻
市
、
水
窪
市
、
小
谷
村
と
あ

る
が
、
第
八
回
以
降
継
続
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

片
や
、
長
野
県
小
谷
村
、
白
馬
村
、
大
町
市
の
各
自
治

体
主
催
の
「
塩
の
道
祭
り
」
の
「
歩
こ
う
会
」
が
、
毎
年

五
月
連
休
中
に
開
催
さ
れ
、
今
年
で
二
十
七
回
を
数
え
る

と
い
う
。
同
様
に
糸
魚
川
市
で
も
「
越
後
い
と
い
が
わ
塩

の
道
を
歩
く
会
」
主
催
で
、
十
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

最
近
星
と
言
え
ば
、
太
陽
系
の
外
側
の
冥
王
星
が
惑
星

か
ら
除
外
さ
れ
る
と
い
う
、
国
際
天
文
学
連
合(

Ｉ
Ａ
Ｕ)

の
八
月
二
十
四
日
プ
ラ
ハ
会
議
の
決
議
が
話
題
で
あ
る
。

冥
王
星(

P
l
u
t
o
)

で
、
教
科
書
会
社
や
科
学
館
の
困
惑

は
当
然
と
し
て
も
、
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
は
、
米
デ
ィ
ズ
ニ
ー

社
が
、
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
忠
犬
プ
ル
ー
ト(

冥
王
星
の

意)

で
あ
る
所
か
ら
、
矮
小
惑
星
に
格
下
げ
決
定
に
不
満

の
意
を
表
し
た
と
か
、
発
見
者
が
米
国
人
だ
っ
た
こ
と
、

昔
の
米
人
気
番
組
ス
ー
パ
ー
マ
ン
の
故
郷
が
消
え
て
し
ま

う
こ
と
、
日
本
で
も
小
説
・
音
楽
・
ア
ニ
メ
の
世
界
の
夢

が
壊
れ
た
と
、
思
わ
ぬ
所
に
ま
で
波
紋
が
広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
惑
星
が
太
陽
系
と
銀
河
系
の
境
界
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
星
と
し
て
定
着
、
Ｓ
Ｆ
の
題
材
に
使
わ
れ
て
い
た
こ

と
、
ホ
ル
ス
ト
の
組
曲
「
惑
星
」
を
録
音
す
る
会
社
が
無

く
な
り
Ｃ
Ｄ
が
希
少
価
値
と
な
る
こ
と
、
宇
宙
戦
艦
大
和

攻
略
相
手
の
ガ
ミ
ラ
ス
の
基
地
が
無
く
な
る
こ
と
、
元
素

記
号
Ｐ
ｕ
９
４
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
命
名
由
来
等
々
・
・
。

宇
宙
の
誕
生
、
全
て
の
神
秘
の
始
ま
り
は
宙
の
誕
生
、

百
五
十
億
年
前
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
よ
り
始
ま
っ
て
い
る
と
い

う
。
太
陽
系
は
四
十
数
億
年
前
で
、
類
人
猿
か
ら
人
が
分

か
れ
た
の
は
数
百
万
年
前
と
い
う
か
ら
、
宇
宙
暦
は
と
て

つ
も
な
い
。
精
巣
内
で
造
ら
れ
た
精
子
の
旅
、
子
宮
で
受

精
し
胎
児
が
育
つ
受
胎
の
神
秘
も
、
宇
宙
の
不
思
議
に
匹

敵
す
る
。
現
在
人
工
子
宮
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

冥
王
星
の
話
題
で
、
宙
や
星
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。
実
は
本
作
品
全
編
を
通
じ
て
、
各
プ
ロ
ッ
ト
に
宙
と

星
を
ち
り
ば
め
て
あ
る
。
北
極
星
と
縁
の
あ
る
北
の
大
地
、

札
幌
や
小
樽
の
風
景
を
一
舞
台
に
選
ら
ん
だ
の
も
、
む
べ

な
る
か
な
と
読
者
は
合
点
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。
読
者
が

歌
人
新
吉
の
詠
ん
だ
「
天
空
句
」
の
謎
を
通
し
て
、
宙
や

星
に
少
し
で
も
、
関
心
を
示
し
て
く
れ
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

何
と
い
う
奇
妙
な
符
合
で
あ
ろ
う
か
？

千
国
街
道
「
塩
の
道
」
取
材
時
に
、
私
が
少
年
時
代
に

執
筆
の
短
編
と
星
の
詩
が
思
わ
ぬ
所
で
偶
然
見
付
か
っ
た
。

そ
れ
は
高
校
の
「
交
友
９
号
」
と
い
う
名
の
誌
上
で
あ
る
。

半
世
紀
前
の
「
生
と
死
」
や
星
を
画
く
短
編
や
詩
の
世
界

ヽ

ヽ

と
、
今
回
書
下
ろ
し
た
長
編
『
奇
妙
な
受
精
卵
』
と
の
モ

テ
ィ
ー
フ
の
類
似
性
に
愕
然
と
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

購
入
戴
い
た
全
国
の
人
々
、
信
州
・
越
後
・
札
幌
等
の

好
書
家
の
方
々
に
は
、
誌
面
を
借
り
て
お
礼
を
申
上
げ
る
。

地
元
ダ
ン
ス
仲
間
や
ス
ポ
ー
ツ
倶
楽
部
友
人
、
木
曽
路
を

供
に
歩
い
た
孤
狼
凛
さ
ん
他
の
方
々
、
朝
の
ラ
ジ
オ
体

操
諸
先
輩
、
蜻
蛉
の
諸
姉
兄
に
特
に
お
礼
を
い
い
た
い
。

ト

ン

ボ

常
に
励
ま
し
と
刺
激
を
受
け
る
二
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
も
お
礼
を
述
べ
た
い
。
一
人
は
群
馬
の
優
れ
た
山

岳
写
真
家
、
も
う
一
人
は
雪
国
生
ま
れ
で
地
元
在
住
、

感
性
豊
な
叙
情
歌
の

S
in
ge
r
So
ng
W
ri
te
r

で
あ
る
。

取
材
時
に
は
何
時
も
快
く
協
力
し
て
く
れ
る
、
高
校
時

代
の
友
人
高
橋
昭
一
君
、
歌
碑
除
幕
式
の
貴
重
な
資
料
提

供
の
森
田
頌
子
さ
ん
、
糸
魚
川
の
池
原
静
雄
氏
、
札
幌
の

雑
誌
発
行
人
荒
井
宏
明
氏
に
は
、
再
度
お
礼
を
申
上
げ
こ

こ
に
感
謝
し
た
い
。
私
が
長
年
探
し
て
き
た
、
少
年
時
代

執
筆
の
拙
い
短
編
小
説
と
詩
を
、
昔
の
蜻
蛉
の
交
友
誌
上

ト

ン

ボ

に
見
付
け
て
く
れ
た
二
人
の
旧
友
に
で
あ
る
。

㈱
幻
冬
社
ル
ネ
サ
ン
ス
の
営
業
部
長
兼
同
ブ
ッ
ク
ス
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
田
村
尚
弘
氏
と
そ
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

に
無
理
を
お
願
い
し
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

最
後
に
、
今
回
は
資
料
集
め
で
私
の
手
足
と
な
っ
て
協

力
し
、
時
間
の
観
念
無
く
起
床
す
る
私
の
小
説
や
随
想
の

執
筆
を
容
認
し
て
く
れ
た
家
内
に
も
併
せ
て
感
謝
し
た
い
。

了

二
〇
〇
六
年
十
月
十
九
日
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